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南和広域医療企業団

今号の内容
１．就任のごあいさつ

【医療担当副企業長（再任）・南奈良総合医療センター院長（就任）
・南奈良総合医療センター副院長（就任）】

２．令和７年度南奈良看護専門学校の学生を募集します
（指定校推薦入試・特待生制度の新設）

３．南奈良看護専門学校 オープンキャンパス・学校見学会を開催します
４．前立腺肥大症 新しい治療はじめました ～南奈良総合医療センター泌尿器科～

５．被災地に精一杯の支援を ～能登半島に医療従事者を派遣～

6．看護功労者知事表彰を受賞しました

写真：能登半島への医療支援
※ ４ページに関連記事

写真：能登半島への医療支援
※ ４ページに関連記事

被災地に向け出発するＤＭＡＴ

ミーティングを行う派遣看護師
（珠洲市総合病院）

帰院したＤＭＡＴ
患者情報の共有

（日本赤十字社医療チーム）
救急患者の診療
（ＤＭＡＴ）

現地到着後ミーティングを行う
日本赤十字社医療チーム



このたび、南奈良総合医療センター副院長を拝命しました沢井
正佳です。平成28年4月当院開院時より消化器内科部長、令和4
年度より消化器病センター長として消化器疾患専門医療および
24時間対応の救急医療に尽力してまいりました。

令和6年度より地域医療連携センター長も兼任することとなり
ました。近年、地域包括ケアシステムが提唱され、病院完結型医
療から地域完結型医療へと移行されてきております。治療の継続
や治療（退院）後を見据えて南和医療圏の患者様、ご家族様が地
域社会で安心して幸せに暮らせるように地域の病院や診療所、介
護施設、在宅医療支援センター、訪問看護ステーション、院外薬
局などとの連携を密にし、南和医療圏の中で急性期⇒回復期⇒慢
性期医療や介護がシームレスに移行できるようスタッフ一同励ん
でまいりますのでご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

このたび、南和広域医療企業団医療担当副企業長に再任いただきま
した。
「南和の医療は南和で守る」を基本理念とした南和広域医療企業団は、
断らない病院として南奈良総合医療センター（急性期）、また面倒見
のいい病院として吉野病院、五條病院（回復期・慢性期）の３病院に
加え、在宅医療を担う訪問看護ステーション、地域の看護師を養成す
る南奈良看護専門学校を運営して、８年間、地域住民の健康と安全を
守るため、良質で最適な医療を提供してまいりました。特にこの４年
間は新型コロナウイルスに対して職員一丸となって闘い、そこから学
んだハード整備として外来棟を新築し、災害時やへき地医療・在宅医
療支援にも力を発揮してまいります。どんな状況でも地域の医療を守
ることが私たちの使命であります。
今後も、消化器内科専門医、地域総合診療専門医として診療を行いながら、持続可能な地域医
療提供体制を充実、発展させるため、しっかりと務めさせていただきます。引き続きご支援、
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

医療担当副企業長再任のごあいさつ

松本 昌美 医療担当
副企業長【名誉院長】

院長就任のごあいさつ ～南奈良総合医療センター～

小畠康宣院長

副院長就任のごあいさつ ～南良総合医療センター～

沢井 正佳副院長
【消化器病センター長】
【地域医療連携センター長】

このたび2024年4月から南奈良総合医療センター院長を拝命いた
しました。開院以来8年間、松本前院長とともに副院長として「南和
の医療は南和で守る」ことを実践するため努めてまいりましたが、今
後院長としてさらに気を引き締めて改善を重ね、よりよい医療が提供
できるよう病院職員と一丸となり尽力してまいりたいと思います。
当院は断らない病院を目指した24時間365日救急受け入れ体制なら
びに26診療科10センターでの専門医療の提供を中心とし、また地域
医療支援病院、在宅医療支援病院、地域がん診療病院、へき地医療拠
点病院、基幹型臨床研修病院などの指定を受け様々な地域医療の拠点
となっております。奈良県南和地域を取り巻く環境は日々変遷してお
り、多くの課題が予想されておりますが、地域の皆様が安心して暮ら
していただけるよう諸問題を積極果敢に克服し「笑顔と感謝にあふれ

る病院」を目指し邁進していく所存でございますので、今後とも皆様のご理解、ご支援のほ
どよろしくお願い申し上げます。



入試日程（指定校推薦入試を新設しました）

南奈良看護専門学校では、南和地域の医療を支える看護師を着実に養成していくため、「特待生制度」
の創設を行うとともに「指定校推薦」入学試験を新設しました。

入学試験の種類 出願期間 入学試験日

指定校推薦
令和6年10月18日（金）～

同年 10月25日（金）
令和6年11月 2日(土) 

公 募 推 薦 令和6年11月11日(月)～
同年 11月22日(金)

令和6年11月30日(土) 
社 会 人

一 般
令和6年12月19日(木)～

令和 7年 1月10日(金)
令和7年 1月22日(水)

※ 出願資格等詳細につきましては、南奈良看護専門学校ホームページでご確認ください。

令和７（202５）年度 南奈良看護専門学校の学生を募集します

写真提供 JICA

新しい治療

はじめました

南奈良総合医療センターで、新しい前立腺治療がは
じまりました。

これまで、手術が必要な前立腺肥大症には、前立腺
をレーザーや電気メスで切り取る治療を行っていました
が、今回導入したこの新しい治療法では、前立腺内に
水蒸気を注入することにより、前立腺の組織を凝固壊
死させて前立腺を縮めます。

凝固壊死した組織が体外へ排出されるのに時間がか
かるため、効果が感じられるまでに1か月程度かかりま

すが、手術時間が短く出血も少ないため、体への負担
はとても少ない手術です。

排尿困難や尿の勢い低下などを感じておられる方は、
是非泌尿器科外来でご相談ください。

南奈良総合医療センター 泌尿器科

南奈良看護専門学校南奈良看護専門学校

特待生（授業料免除）制度を創設します

卒業後、南和地域の医療機関等で看護業務に従事するこ
とを目指す方については、選考により８人程度が特待生にな
ることができます。特待生に選考されると最大３年間の授業
料が全額免除となります。

オープンキャンパス
令和６年８月３日（土）

１０：００～11：３０
令和7年３月２２日（土）

１０：００～11：３０
学校見学会

令和６年７月２６日（金） １７：００～
令和６年９月２７日（金） １７：００～
令和６年１０月２５日（金） １７：００～

＊詳細は南奈良看護専門学校ホームページ、
公式Instagramをご覧ください。



南奈良総合医療センター 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1                      電話: 0747-54-5000

吉野病院 〒639-3114 吉野郡吉野町大字丹治130番地の1 電話: 0746-32-4321

五條病院 〒637-8511 五條市野原西5丁目2番59号 電話: 0747-22-1112

南奈良看護専門学校 〒638-8561 吉野郡大淀町大字福神7番地の1 電話: 0747-54-5061

南奈良訪問看護ステーション 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1 電話: 0747-54-5078

はぴねすだより２７号 令和６年７月１日発行
南和広域医療企業団 〒638-8551 吉野郡大淀町大字福神8番1 電話：0747-54-5000 URL：http://nanwairyou.jp/

発災直後の１月４日、南奈良総合医療セン
ターからDMAT（災害派遣医療チーム）の第１陣
を派遣したのを皮切りに、合計３回にわたる派
遣を行い、救急の診療応援や避難所における診
療などを行いました。

２月２６日、輪島市に日本赤十字社医療チー
ムとして企業団職員７名からなる医療チーム
を派遣。避難所への往診業務などを行い、被
災者の皆さんへの診療を行いました。

元旦に発生した「令和６年能登半島地震」に
対し、企業団では奈良県第１陣としてDMAT（災
害派遣医療チーム）の派遣を行ったほか、全国
自治体病院協議会からの要請に基づく看護師派
遣や日本赤十字社を通じた医療チームの派遣な
ど、様々な支援を行いました。
派遣された職員は、被害の大きさに驚きなが

らも、現地において精一杯の支援を行いました。

～ 能登半島に医療従事者を派遣 ～

DMAT出発式（南奈良総合医療センター）

１月２２日からの７日
間、逼迫する珠洲市総合
病院に看護師１名を派遣
しました。この派遣は全
国自治体病院協議会から
の要請を受けて行われた
もので、病院に寝泊まり
しながらコロナ病棟にお
いて看護を行いました。

このたび、五條病院の谷向克子看護部長、南奈良総
合医療センターの阪本はるみ看護副部長、吉野病院の
谷口みさ子看護師の３名が、奈良県看護功労者知事表
彰を受賞しました。
この表彰は、長年にわたり看護業務に精励し、顕著

な功績があった看護師等に対して贈られるものです。
３名には今後一層の活躍が期待されています。

左：谷向看護部長 中：阪本看護副部長 右：谷口看護師

くわしくは次号で
お知らせします。

看護功労者知事表彰を受賞しました

隔離エリアに入る看護師
（珠洲市総合病院）

活動を行う赤十字社医療チーム（輪島市）

http://nanwairyou.jp/

